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自らの好奇心と探求心をもち、新たな課題に挑戦する女子学生を支援する「女子学生チャレンジプロジェクト」。自らの好奇心と探求心をもち、新たな課題に挑戦する女子学生を支援する「女子学生チャレンジプロジェクト」。
初回となる2023年度は、50を超える応募から6人が選ばれた。各プロジェクトでは、実験やフィールドワークなど初回となる2023年度は、50を超える応募から6人が選ばれた。各プロジェクトでは、実験やフィールドワークなど
活動を通して、多様な分野にわたり新たな研究の芽が生まれている活動を通して、多様な分野にわたり新たな研究の芽が生まれている
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女子学生チャレンジプロジェクト女子学生チャレンジプロジェクト
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女子学
生チャレ

ンジプロ
ジェクト

女子学生が、自身の興味関心に基づいて設定した研究テーマに対してチームで新しい課題に
チャレンジする取組を支援

趣旨

77月月11日～翌年日～翌年22月末月末
支援期間

京都大学の女子学生・大学院生をチームリーダーとする
２名以上のグループ

支援対象

京都大学学術研究展開センター（KURA）のリサーチアド
ミニストレーターが、プロジェクトマネジメントなどの
研修やアドバイスを実施

採択後の支援

55件程度件程度

採択件数

京都大学卒業生財界トップによる総長支援団体（鼎会）
からの支援

財政的支援

11件件100100万円を上限万円を上限

支援額

2024
年度
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人事部職員育成課ダイバーシティ推進室

山下武史さん　

　2022年10月に、女子学生を応援したいという
想いから、企画がスタートし、女子学生が、自ら
の好奇心や探求心を持ち、新しい課題にチャレ
ンジする活動を応援するというコンセプトが決
まりました。

　また、募集ポスターの原画デザインも担当し、挑戦する背中をそっと
押したいという、このプロジェクトの想いを、時計台を見上げる学生の
後ろ姿に重ねました。
　公募してみると、応募がなかったらとの心配をよそに、55件もの応募が
あり、選ばれた6チームは、私たちが背中を押すどころか、どんどん前に進
めて、8か月という短い活動期間で、あっと驚く成果を出してくれました。
　振り返ってみると、このプロジェクトは、学生支援という表面的なこ
とだけでなく、学生の皆さんが、新しいことに取り組むきっかけをつくっ
てくれたんだと感じています。
　2024年度の採択チームも、負けず劣らずチャレンジングで興味深いも
のばかりです。このプロジェクトで新たな出会いや発見の芽につながっ
てくれれば大変うれしく思います。
　各チームの今後の取組に、ぜひ注目してください！

2024年度「女子学生チャレンジプロジェクト」採択者

オリエンテーション
2024年7月10日（水）

　2年目となる2024年度は、2024年4
月1日に、京都大学 HP、公式 SNS、
ポスター・チラシ等で募集告知を行
いました。
　その結果、理系、文系問わず、多岐
にわたる分野に関する31件の応募が
ありました。書類選考の結果、12件が
二次審査に進み、5件が採択されまし
た。いずれもユニークな課題設定と、
課題解決に向けた挑戦的な取り組み
であることが高く評価されました。
　採択されたチームは、それぞれに
設計した研究計画に沿って、2025年2
月末まで活動します。3月には成果報
告会を実施予定です。

KURA（京都大学学術研究展
開センター）のリサーチアドミ
ニストレーターによるプロジェ
クトマネジメント研修。学生た
ちは、タスクの管理方法、メン
バー間のコミュニケーション
の取り方を学びます。研修後
はグループワークを実施。プロ
ジェクトを進める具体的なイ
メージを重ねました。

各チームの代表者が、取り組むプロジェクトの内容を簡潔に紹介。グ
ループワークの効果もあり、リラックスした雰囲気のなかで質疑応
答や議論が盛り上がりました。

イベント終了後も、
会場に残った学生
たちはチームを越え
て交流。プロジェク
トのスタートに向け
て、活発に情報を交
換しました。

チームリーダー 所属・学年 テーマ

松尾香奈 人間・環境学研究科
博士後期課程2年 障害・難病のある女性研究者によるフィールドワーク論の構築

桧山きらら 医学研究科
博士後期課程1年

難病患者と家族の社会的孤立・孤独対策としてのネットワーク構築を目指す
─難病と共生できる社会へ─

田中花音 地球環境学舎
博士後期課程１年

「日本のダーヴィン」駒井卓資料のアーカイブ実践
─研究者資料における一元的なアーカイブズ手法の確立を目指して─

吉良花蓮 医学部
4回生 女性医学研究者のキャリア開拓プロジェクト

清水愛花 工学部
1回生 低気圧下におけるプラズマ光線形状決定機構の特定

2024年度
「女子学生チャレンジプロジェクト」

新たな課題に挑む、
つぎなるチームが決まりました

2023年度「女子学生チャレンジプロジェクト」実施内容
＊所属・学年は2023年度のものです。

キム・スヒョン 文学研究科博士後期課程3回生
国際フォーラム：女性映画産業従事者の声を聞く─日本と韓国の映画製作労働環境と動向─

西村陽菜 文学研究科修士課程1回生
薬用作物栽培における課題・価値の再発見と地域社会での共有
─生産現場の当事者的・総合的理解を基盤に─

内藤里佳 理学研究科博士後期課程2回生
国内の食物依存症の実態調査

大坪 雅 理学研究科博士後期課程2回生
全階層統合生態学の研究─遺伝子から生態系をつなぐことで拓かれる生態学の未来

磯部よつ葉 医学研究科博士課程2回生
難病女性患者のリプロダクティブ・ヘルスを考える─就労世代の視点から─

阿部玲華 工学部4回生
女子の工学部への興味を促進するワークショップ設計のための「AIAM心理モデル」の構築

6ページに「密着ルポ」を掲載

2023年
度プロ

ジェクト

担当者
からの

一言
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西村陽菜さん（当時 文学研究科修士課程1年）は、薬用作物栽培の課題や価値の再発見をテーマに「女子学生チャレンジプロジェクト」に応募。
採択され、総勢11人のチームが目指したのは、生産現場や当事者に根差したフィールドワークによる課題の分析や普及のための方策の検討、
さらに研究成果を地域に発信する活動まで含んだ、非常にリーチの長い取り組みでした。 （執筆・南ゆかり）

輸入に頼っている漢方薬の原料
　薬用作物とは、漢方薬の元、生薬の原料と
なる作物のことです。東洋史を専攻する西村
さんは、中国の伝統的な学問で動物、植物、
鉱物の薬効を蓄積する「本草学」を、その成

ろんな専門分野の人と協力し合うことで、薬
用作物栽培の課題や価値を多面的に考察し
たい」と、伝手をたどって集めたそうです。
　調査は、国産の生薬としては栽培が進ん
でいるヤマトトウキに絞り、薬用作物栽培で
長い歴史がありトウキの産地である奈良県
をフィールドに行いました。メンバーが分担
しながら行政機関、研究センター、生産者な
ど多方面の方々にヒアリングを重ね、さらに
ヤマトトウキをより大規模に栽培する北海
道や群馬県でも調査しました。
　生薬の原料となるのはトウキの根。薬用
作物の価格は国の決める薬価から逆算して
決められるため、収益化は簡単ではありませ
ん。奈良県に多い中山間地域での栽培に、大
規模化や集約化がなじむのかという問題も
あります。「話を聞き現場を見るほどに、ト
ウキ栽培の問題の複雑さを実感しました」と
西村さんは話します。
　調査した結果はミニレポートにまとめ、
チャットアプリ上に投稿してメンバー全員
で共有しました。専門分野が違うと関心の
持ち方も研究法も違います。「メンバーとの
議論の中で新たな視点に気づかされ、問題
を立体的に捉えられるのは本当に収穫でし
た」と西村さん。メンバーからは「異分野の
学生と研究する中で、改めて自分の専門分
野と向き合えた」という声も聞かれました。
　当事者とともに活動しながら現場のリア
リティを観察・記述する「参与観察」という
調査法を取り入れたのも特色です。250年の
歴史を誇る森野旧薬園の薬草管理をはじめ
市民の運営による薬草農園の活動や、地域
おこし協力隊として活動する久保田勝典さ
んのトウキ栽培に密着。畑で除草作業など

がわかりました。一方で、国内の薬用作物栽
培の普及には様々な課題があるとも知り、何
か課題解決に役立てないかと考えました」と
プロジェクトテーマ設定の経緯を話します。
　そんな西村さんの思いを受け止めたのが、
サブリーダーの小林夕莉さんです。小林さ
んは、地理学を専攻し女性の健康に対する
意識について研究しています。「漢方薬は女
性の利用が多いですが、その原料や栽培の
現状についてはあまり知られていません。女
性の健康問題とも関わりが深く、私たち女子
学生がリーダーになってやっていくプロジェ
クトとしてやりがいがあるなと思いました」
と参加を決めた当時を振り返ります。

トウキ栽培のリアルを体感する日々
　参加メンバーは、歴史学、地理学、文化人
類学、熱帯農学、植物系統分類学、薬学、農
業経済学、土壌学、森林科学と実に多彩な
バックグラウンドを持った学生でした。「い

分にとっては、研究において個々の事象に丁
寧に向き合う大切さを痛感する経験となり
ました」。
　研究成果の発信については、プロジェクト
が終わった後も学生団体を立ち上げて「京
大薬草子ども教室」として活動を継続中。学
部生を中心とするメンバーに引き継ぎ、高校
生との共同研究や小学生を対象としたイベ
ントや講座を行っていく予定です。
　こうして新たな絆を結び直し、「研究にご
協力いただいた地域にお返ししたい」と話す
西村さん。協働した仲間や地域の様々な
人々とのつながりが、今回のプロジェクトか
ら得たもう一つの成果なのかもしれません。

果を記した「本草書」から読み解いています。
「普段は書物でばかり薬草を見ているのです
が、実際はどんなものなのか見てみたくなっ
て。少し薬用作物について調べると、日本は
生薬の8割を中国からの輸入に依存しており、
供給が不安定になるなどの問題があること

を体験し、育て方のノウハウや薬草への思い
を聞きながら、地域の人々と薬草とのかかわ
りを丹念に考察し、薬用作物の価値を見出
そうとしています。

人々とのつながりも大きな成果
　各メンバーが分析した成果は、2024年3月
に報告書にまとめました。その成果につい
て西村さんは次のように話します。
 「薬用作物栽培の拡大につながる、何か決定
版のような解決策が出てきたわけではあり
ません。ただ、中山間地域での薬用作物栽培
の現状を知り、それについて考えるヒントは
提供できたのではないかと思っています。自

上╱メンバーにとって薬草に触れる貴重な機会になった（真ん中が
西村さん、右端が小林さん）　右上╱久保田勝典さんの指導で、野
山の身近な野草について学ぶ　右下╱ウォッカに漬けたハーブチ
ンキなどヤマトトウキの葉を使った商品づくり

ヤマトトウキの葉の刈り取り作業を体験

左上╱武田薬品工業株式
会社の薬用植物園でポス
ター展示を行い、研究成
果を発信
右上╱「 奈良漢方 マ ル
シェ」の会場内でもポス
ターを展示（中が西村さ
ん、右が小林さん）
左下╱専門家向けの研究
発表会で、地理学・農学の
視点での研究成果を発表
する小林さん
右下╱小学生を対象にし
た薬草に触れるイベント
を開催。薬草で入浴剤づ
くりを楽しむ

代表者 西村陽菜さん
文学研究科 歴史文化学専攻  東洋史専修 修士課程2年
多様な考えを持ったメンバーをどうまとめるべきか悩み、試行錯誤を重ね
ました。結局まとめるというよりは、個々の視点や自主性を尊重しつつ影
響を受け合えるような関係ができました。人と人とがつながる経験を通じ
て喜びと苦労を知り、成長することができたと感じています。

11人で挑んだ薬用作物栽培の課題。
薬草と生きる人たちと出会い、
その意味を考え続ける

薬用作物栽培における
課題・価値の再発見と地域社会での共有
生産現場の当事者的・総合的理解を基盤に

2023年度
女子学生チャレンジプロジェクト密着ルポ
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01
地元長野から京都、そして世界へ。
新天地で広がる視野が挑戦の証

日に日に増える楽しさに突き動かされ、勉学
にとことんのめり込めたのも京大の空気あれ
ばこそ。どんな過ごし方でも許容してもらえ
る雰囲気は、とても居心地のよいものでした。
　転機は、1回生で受講した平竹潤先生（故
人）のポケットゼミ（現・ILASセミナー）「きて
みてさわって、有機化学が死ぬほど好き」。
私の専門である有機化学のおもしろさにふ
れたきっかけの授業です。ここで平竹先生
から、「人と同じ人生を歩むのはおもしろく
ない。きみには引っ込み思案なところがあ
るから、海外に行ってみるといいかもね」と
言われたのです。国内の引っ越しですらそ
うとうの覚悟だった私にとって、留学は遠い
世界の話。でも、その一言に揺さぶられて、
英語の勉強にも力を入れはじめたんです。
　そうして3回生の夏、交換留学の制度を利
用してカナダに。驚いたのは、10代で京都に
来たときほどのカルチャーショックを感じ
なかったこと。「思ったよりも違いはないん
だ」という実感は、進路選択の幅をぐっと広

interview 01卒業生インタビュー卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

香港の印象は、料理がおいしくて、暑い場
所。アメリカにいるときにはじめたボルダ
リングを香港にきてからもつづけています。

休日のすごし方

げました。京大大学院の修士課程に進み、研
究者としての基礎をしっかり身につけたあ
と、博士課程はアメリカの大学院を選びまし
た。挑戦を決めたのは、「人と同じはおもし
ろくない」の精神からです。

全世界を視野に入れた就職活動

　現在は、香港にあるNano and Advanced 
Materials Institute（NAMI、納米及先進材料
研發院）で研究員として働いています。ナノ
テクノロジー技術を駆使した新材料の開発
を軸に、企業と連携して製品開発をしたり、
政府から研究費を受けて研究員それぞれが
独自の研究テーマを追究しています。

川上愛美さん
Nano and Advanced Materials Institute

長野県伊那北高等学校 出身
薬学部 卒業、薬学研究科修士課程 修了

私に大きな影響を与えた平竹先生のポケットゼミ。
学部3回生のころには、ティーチング・アシスタント

（TA）として授業をサポートしました

アメリカでの博士課程卒業式のあと、ラボの同期メ
ンバーと一緒に記念撮影

　京都大学への進学を考えはじめたきっか
けは、オープンキャンパスです。当時の私に
とって、生まれ育った長野県から県外の都市
に一人で飛び出すのは、大きな勇気のいるこ
と。進学塾のない町で、自己流の受験勉強に
明け暮れる日々。そんな状況でもモチベー
ションを高くもちつづけられた理由はとい
うと、京大に「一目惚れ」したからとしか言
えません（笑）。

進路選択の幅を広げた、 
授業での一言
　合格が決まり、移り住んだ京都での暮らし
はカルチャーショックの連続でした。まず、
自動車なしでは買いものにも行けない地元
と違い、自転車でどこにでも行けるのが衝撃
的。そして、なにより「自由の学風」です。当時
は取得単位数に上限がなかったので、1日5
コマの週25コマ、授業を詰め込んだことも
ありました。薬学部は生物学や有機化学な
ど、多分野の知識を学びます。わかることが

　就職活動では、世界中のどこにでも行くつ
もりで企業を探しました。最終的には、パー
トナーの香港での就職をきっかけに、香港の
企業に焦点を絞り、建設やエネルギー、ヘル
スケアなど多様な課題に取り組む会社に就
職。2年めを迎え、環境負荷の少ない冷媒の
開発に挑んでいます。まずは製品化して、市
場に出すことが目標です。薬学部出身です
から、将来はヘルスケア分野にも携わりたい
と夢を描いています。
　選択肢を選ぶとき、選んだ理由は説明で
きなくてもいいと思うんです。「楽しそうだ
な」、「やってみたいな」、そんな気持ちで気
軽に選択しながら進んだ一歩一歩が、自分
だけの道をつくるはずです。
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休日は、登山やキャンプなど、自然のある
場所で過ごします。サーフィンもはじめま
した！

休日のすごし方

日本の最東端の根室市納沙布岬で

自転車で走り回った日本列島。京大だからこそ
出会えた景色を胸に、地域の課題にアプローチ

 「京大イチ自由な学部」という謳い文句に惹
かれ、総合人間学部のオープンキャンパス
に参加しました。企画も運営もすべて学生
たちが取りしきっていて、キャンパス内に
は嘘偽りなく「自由」な雰囲気が広がってい
たんです。当時の模試の結果はE判定で、向
こう見ずの挑戦でしたが、受験の決意を固
めました。

京大らしいアルバイト、 
利尻島での昆布干し
　総合人間学部は文理を問わずに学べる学
部。ゆえに同級生の興味の幅もとても広く、
友人たちの「好き」の話を聞いているうちに
私の世界も広がりました。でも、私はという
と、なにか一つを追求するよりも、興味の赴
くままに挑戦してできるだけ多くの経験を
積みたいタイプ。自転車サークルのメンバー
と3週間かけて北海道を一周したり、国際寮
で留学生と一緒に暮らしたり、ニュージーラ
ンドに留学したり、思いつくかぎりの学生生

活を満喫しました。根
室岬、与那国島、波照
間島、宗谷岬と、自由
に行き来できる日本の
東西南北の端の地すべ
てに降り立ったのは、
ちょっとした自慢です

（笑）。
　なかでも強烈な思い
出は、北海道利尻島で
の昆布干しのアルバイト。京大卒業生と地
元漁師とが協力して、6月下旬から8月の昆
布干しの繁忙期に京大生を派遣するプロ
ジェクトです。島の空き家に10名前後が集
まり、共同生活しながら働きます。参加の
きっかけは、吉田南構内の掲示板に貼られ
た募集チラシ。時給の高さに心が動いたの
も正直なところですが、自転車の旅で訪ね
た利尻島が大好きだったのが即決の理由。
島の中央にそびえる利尻山の存在感に圧倒

され、いつでもこの景色が見られるよう、い
まもスマートフォンのケースに写真を忍ば
せているほどです（笑）。
　利尻島にとって昆布干しは島民総出の大
仕事。島民のみなさんと一緒に、朝3時から
4時間ほどかけて昆布を干します。干し終わ
ると、正午の手入れと夕方の回収以外は自
由時間。オンラインで大学の講義を受ける
人もいましたが、私はラーメン店でのアルバ
イトや、地元高校との交流に参加したりして
過ごしました。島民の方が島の食材でつく
る絶品の朝食も忘れられません。就職した
いまも毎年夏に島を訪れて、昆布干しや夏祭
りを手伝います。島での経験は一生ものの
財産です。

背伸びしてもいい。 
まずは掴むことがだいじ
　日本各地を実際に訪ね、地域それぞれの
景色や食、人の暮らしを肌で感じました。過
疎・高齢化などの地域の課題を目にすること

赤尾奏音さん
日本貿易振興機構（ジェトロ）
大阪府立天王寺高等学校 出身

総合人間学部 卒業

も多く、地域活性化に寄与できる方法を探
して日本貿易振興機構に入構しました。主
として取り組むのは、海外企業の誘致。地方
自治体や地元企業とつなぎ、雇用の創出や
地域の活性化をめざします。ジェトロは47
都道府県すべてと、国外55か国に事務所が
あります。学生時代のように興味の幅を狭
めず、入構から3年めのいまはチャンスがあ
ればどこにでも赴くつもりで、幅広い仕事に
対応できる底力を身につけたいです。
  「届かない」と見上げなければならないもの
でも、背伸びして手を伸ばせば、案外届くこ
とがあります。京大で出会った景色は、「E判
定だから」と諦めていたら出会えなかったも
のばかり。思い切って手を伸ばして、悔いの
ない学生生活を掴んでください。

干し終わった昆布。雨が降ると昆布干しはできないので、晴れの日が勝負。
作業が終わると、島民の方がふるまってくれる利尻島の海産物を楽しみました
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2024年の上半期に『なぜ働いていると本が
読めなくなるのか』（集英社新書）、『娘が母
を殺すには？』（PLANETS）の2冊を上梓し
ました。前著は、企業で働いた経験にも着
想を得て、労働と読書の歴史をひもといた
もの。後者は、小説や漫画、ドラマなどの
フィクション作品を参照し、戦後の「母と
娘」の関係を論じた文芸評論です。

近刊の紹介

来る日も来る日も読書に暮れた大学時代。
試行錯誤で紡いだデビューへの道

　大学時代を過ごした京都は、まち全体が1
つの寮のようでした。近くに住む友人たち
と終電を気にせず夜明けまで喋りとおすな
んて、人生でもう二度とない時間だと懐かし
く思い出します。授業が休講になればとつ
ぜん2時間弱の空きができたり、部活と勉強
で余白のなかった高校時代とは違う時間の
あり方に「自由」を感じたものです。そんな
なかで明け暮れたのが読書でした。

思いがけないバズ
4 4

が生んだ 
作家デビュー
　幼少期からの読書好きが高じて、文学部
に進学。とくに日本の古典文学が好きでし
た。千年前の言葉がいまに伝わっているこ
とそのものへの驚きと感動に心を震わせな
がら、言葉に遺る昔の人たちの考えに思いを
馳せました。ほかにも、ありあまる時間をつ
かって好きな小説家の作品を片っ端から読
んだり、一人の作家を起点に影響元や系譜
をとことん辿ったり、新しい本と出会うこと

で世界を広げてゆく大学時代でした。
　研究を通して培った書物を読む技術も、大
学時代の財産です。当時、私と同じような熱
量で本と向き合い、たくさんの解釈を「読も
う」とする人になかなか出会えない寂しさが
あったのです。そんなとき出会ったのが佐
野宏先生。一つの書から、私よりももっと
もっとあらゆることを「読める」姿に憧れて
大学院進学を決めました。
　いっぽうで、つねに頭の片隅に付きまとっ
ていたのが将来への不安。この先の生き方
がわからないまま、不安を払うように読書と
研究にのめり込みました。そんなとき、アル
バイト先の書店のブログに書いた一本の記
事が転機をもたらしました。好きな本を紹
介したい一心で、本への思いを短評としてし
たためたものですが、この記事が反響を呼
び、多くの方に届いた。このバズ

4 4

をきっかけ
に生まれたのが、デビュー作『人生を狂わす
名著50』（ライツ社）です。

兼業作家から専業作家への転身

　暗中模索のなか、書評を書いていると「こ
れは私のやりたいことだ」と思えてホッとし
たんです。書きつづけられる環境を求めて、
会社員と書評家との兼業の道を歩みはじめ
ました。就職先は人材サービスを提供する
IT企業。目まぐるしく移り変わる世間のニー
ズを拾い、求められるものを提供することは
新鮮で楽しく、忙しさすらも楽しんでいまし
た。その反面、流行に振り回されるしんどさ
を感じたり、「疲れて本が読めない」自分に
も気がついて、3年半後、執筆活動に注力す
べく退職しました。「この本を読んでほし
い！」。書評を書きはじめたときから変わら
ない思いと、働いたからこそ得た視点もいか
しながら、本の魅力を伝える活動をつづけて
います。

三宅香帆さん
書評家・作家

高知県 高知学芸高等学校 出身
文学部 卒業、人間・環境学研究科 博士後期課程 中途退学

　競争が激しく、せわしない時間のなかで
も、自分だけの「好き」の気持ちのおかげで
軸を保っていられました。京大で出会った
友人たちは、それぞれが特別に好きなものや
追いかけているテーマをもっていました。先
生たちは1人の人間として学生と対等に向き
合って、「君の専門分野はなんですか」と問
うてくれる。こうしたやりとりから受けた影
響ははかりしれません。京大は夢中になれ
るものを見つけられる場所。周りの声を気
にしすぎずに、好きなことに没入させてくれ
る京大の時間が私をつくってくれました。

佐野宏先生の研究室のメンバーと。ここで学んだ
ものを読んだり書いたりする技術がいまの自分の
基礎になっています

鴨川で友人たちと
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工学と生命科学の〈境界領域〉でものづくり。
困難も楽しんで、暮らしを変える新材料を創る

豊田由衣さん
JSR 株式会社

京都市立紫野高等学校 出身
工学部 卒業、工学研究科博士後期課程 修了

　大学に「工学部」という学部があることを
知ったのは高2のころ。京都大学が高校生向
けに開く科学講座「ELCAS」への参加がきっ
かけです。理学部が提供する化学の講座を
受講しました。化学講座なら、もともと関心
のあった生物も、物理も学べそうだと思った
のが理由です。授業後に先生と話して気が
ついたのは、私は生物そのものを解明するよ
りも、細胞などの仕組みをつかって、なにか

「もの」をつくることに興味があるというこ
と。先生からの「それなら工学部はどう？」
の一言が進路を決めました。

がん細胞を見つける 
〈探索物質〉の合成に没頭

　入学後は軽音楽部に入部して、バンド活
動に熱中。とはいえ、私の大学時代の記憶の
ほとんどを占めるのは、博士課程まで6年間
没頭することになる研究のことばかりです。
取り組んだのは、体内のがん細胞を見つける
ためのプローブの合成です。私が着目した

のは、がん細胞の呼吸。増殖時はとくに呼吸
が活発になるので、がん細胞の周辺は酸素
が薄くなります。体内の酸素濃度の薄い場
所を見つけられるプローブを新たに合成し
ました。つくるだけでなく、私のつくった「も
の」が実際に機能する姿を見ることがなによ
り楽しい瞬間でした。
　卒業や修了の岐路のたびに、就職するか、
進学するかの迷いがありました。進学を選
んできたのは、実験をすればするほど、でき
ることが増える手ごたえがあったから。もっ
ともっと突き詰めれば、どんな景色が見えて
くるのだろうという好奇心が迷う心の行き
先を決めてくれました。

ずっと変わらないものづくりへの志
　博士課程の修了後はアカデミア以外の世
界をのぞいてみようと、就職活動をはじめま
した。私の強みは、工学部でありながら、生
命科学の分野でものづくりをしてきたこと。
一方で、創薬や医療分野で活躍するには、薬
学や生物学の領域で学んできた人たちに専

門的な知識量で敵わない部分があることも
実感していました。〈境界領域〉にいる私だ
からこそできることをいかせる場所を探し
て、半導体材料や試薬材料など、多岐にわた
る材料の開発に挑戦できるJSR株式会社に
就職しました。
　5年目のいまは、医薬品の安全性や効き目
などに影響する、医薬品添加剤の研究開発
に携わっています。一つのテーマをじっくり
突き詰める学術研究とは違って、企業の研
究開発のゴールは、世間のニーズを的確に
掴んで開発を進めて、できるだけ早く上市に
結びつけること。開発・製造コストのシビア
な検討も必要です。向き合い方は大きく変
わりましたが、世の中に役だつ「もの」をつ
くりたいという思いは変わりません。開発し
た材料が街のなかでつかわれる日にいつか
立ち会いたいです。
　京大で育まれたのは、困難な状況のなか

2023年の長期休暇で訪れたシンガポール
にて。休日は、近場のカフェをめぐって読書
をするのも好きですが、連休などをつかっ
て国内外を旅するのもリフレッシュになっ
ています。

休日のすごし方

先輩で同じく京大工学部卒の王怡今さん（広報部）
と。他部署の人たちとの交流もさかん

研究室対抗のソフトボール大会

でも「おもしろい」ことを見出す姿勢。実験
に失敗はつきもので、意気揚々と取り組んで
も結果が出ないこともある。もちろん落ち
込みますが、見方を変えれば、「この方法で
はできない」ことがわかったとも言えるんで
す。受験勉強でも同じで、模擬試験の点数だ
けを見て一喜一憂するのはもったいない。失
敗はつぎにいかせるヒントの宝庫です。
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京都のまちで育んだ、コミュニケーションのイロハが
新薬のポテンシャルを引き出す鍵に

小瀧真由さん
日本新薬株式会社

広島県 ノートルダム清心高等学校 出身
薬学部 卒業、薬学研究科修士課程 修了

旅行はいまも変わらず好きです。この写真
は、会社の同期と入社後に初めて行った韓
国への海外旅行です。最近は、バスケ観戦
にもハマっています！

休日のすごし方

1、2回生はダンスサークル漬けの日々。女子学生だ
けのサークルだったので女子高出身の私にはかなり
落ち着く居場所でした

　高校時代に夢見た進路は、化粧品の研究
開発。いろいろな大学・学部の卒業生の進路
を見比べていると、京都大学薬学部のペー
ジに化粧品会社の名前がありました。「ここ
なら夢に近づけそうだ」と、志望校を京都大
学に絞って、勉強に励みました。
　入学して驚いたのは、京大生の経験値の
高さ。私は高校まで勉強しかしてこなかっ
たのに、スポーツや趣味など、勉強以外の得
意分野をもつ人がたくさんいたのです。劣
等感を覚えたりもしましたが、だからこそ大
学では後悔のないように挑戦しようと決め
ました。

アルバイトをとおして出会った 
新しい価値観
　長期休暇のたびに海外旅行をしたり、ダ
ンスサークルに力を注いだり、もちろん勉強
も全力で取り組みましたが、いちばん糧に
なったのは先斗町の飲食店でのアルバイト
でした。高校や大学で出会う人たちは、自分

と同じような環境で育ち、同じような世界を
見てきた人たちが多かった。でも、飲食店に
は料理人をめざして専門学校で修行を積む
アルバイト仲間がいたり、海外からのお客さ
んもたくさん迎えました。これまで知らな
かった価値観にたくさんふれて、世界が大き
く広がったのです。
　こうした経験で気がついたのは、私はコ
ミュニケーションをとることが好きなんだ
ということ。薬学部で学んだ知識をいかし
つつ、周りの人たちとコミュニケーションし
ながら仕事ができる職種を探して、臨床開発
職に辿り着きました。

新しい薬を安心・安全に患者さんに 
届けるためのレールづくり
　臨床開発は、開発した薬の有効性と安全
性を検証し、薬を製造販売承認まで導く仕
事です。私の担当は、実際に患者さんに投与
して薬効を検証する、治験のデザイン。研究
部から「薬のタネ」を受け取って、データや

分析結果をもとに、薬を1日に何回、どれく
らいの期間投与するのが効果的かなどを考
えます。薬のポテンシャルを発揮できるか
どうかを左右する、重要な役割です。
　この仕事には、治験に協力いただく病院の
先生がたの協力が不可欠。どう伝えれば先
生がたに動いていただけるのか、患者さんに
安心いただけるのか、相手の立場に立って頭
を悩ませます。医療現場と、利益を追求する
企業とでは考え方が違う部分も多く、すり合
わせに四苦八苦もしますが、そのぶん達成感
は大きいです。
　他部署とのやりとりも頻繁な職種なので、
就職活動で重視したのは会社の雰囲気。日
本新薬の面接は、肩肘を張らずに話ができ
る雰囲気をつくってくださり、入社して働く
想像がいっきに膨らみました。海外の部署
やパートナー企業とのコミュニケーション
も積極的に行えることを知り、国際的な視点
をもつことができることも決め手でした。こ

れからも社内外の人たちとコミュニケーショ
ンを重ねて、京都から世界に薬を届けること
ができるよう、力をつけたいです。
　大学時代から心がけているのは、最終的
なゴールの前に、小さなゴールを設定するこ
と。「薬のタネ」の発見から製品の上市まで
に10年はかかります。目標を見失わないよ
うに、「いつまでにこの業務を完了させる」、

「この進め方について他部署や先生方からの
合意を得る」など、細かな目標を設定するん
です。受験勉強でも、「合格」までに小さな
ゴールを設定すると、モチベーションが維持
できるはずです。とはいえ、合格もまた、人
生という長い道のりの途中。勉強した先に
なにがあるのかを考えながら、いつか大きな
実を実らせてください。

バリ旅行での一枚。関空が台風で沈んで帰国できず、
急遽延泊して予定になかった街に行ったり、思い返
すとドタバタを楽しんでいました
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人生を彩る「食」に導かれて進む道。
自慢の商品を売り場でもっと輝かせたい

澤田 華さん
サントリー株式会社

大阪府立天王寺高等学校 出身
農学部 卒業

　負けず嫌いな性格で、どうせなら関西一
の大学に入りたい！ と京都大学を志望。で
も、高2のころ、二度入院をしたんです。入院
中は断食をしたのですが、もう食べもののこ
としか考えられなくて……。人間の体をつ
くる食事の大切さを身にしみて感じて、食の
ことを学ぼうと、農学部の食品生物科学科
をめざすことにしました。

4年間で約1,000軒以上を食べ歩き！
　大学時代の私は、関西のお店を食べ歩い
て、SNSに記録するのが日課。大学4年間で
で1,000軒以上のお店を訪ねました。ちなみ
にSNSはいまも欠かさず更新しています

（笑）。そんな日々を過ごしていると、おのず
とお店の方や、同じく食べ歩きが好きな人
たちとのつながりができました。食に関す
るイベントを企画して運営したり、コミュ
ニティをつくったりしながら、人に関わる
仕事、人に喜んでもらえる仕事への関心が
膨らみました。

　入学当初は、大学院に進学して研究職を
めざす道を思い描いていました。でも、3回
生になり、毎日、午後に実験室で実験する
日々がはじまって、「これから何十年もこれ
をつづけられないかも……」と迷いが生じた
のです。研究職＝実験室でずっと仕事をす
る、というわけではないと思いつつも、実験
室という一つの場所にこもる生活がしっく
りこなかった。興味があった研究室の教授
が他大学に異動されるタイミングだったこ
とも、方向転換の大きな理由でした。
　そうして、研究職ではない職種へと舵を
切りました。製品や商品として「モノ」を扱
う仕事を探して、食品・消費財・化学メー
カーを軸に就活。サントリーホールディン
グス株式会社に入社しました。

「やりきった！」の達成感を求めて 
仕事に全力投球
　現在はサントリー株式会社・近畿圏統括支
社広域営業推進部で、自社製品を扱ってくだ

さる量販店の酒類カテゴリー伸長・課題解決
のための情報分析や提案、取組の推進を行っ
ています。これまで、財務部・デジタルマーケ
ティング部（宣伝部）と、まったく異なる部署
を経験してきましたので、さまざまな部署を
経験した自分にしかできないことはないだろ
うか、と日々考えながら仕事をしています。
営業部門では自身の働きが数字というわかり
やすい結果で表れる。それがプレッシャーで
もありますが、みずからの仮説と提案した解
決策がはまり、効果が表れることは、やりが
いにつながっています。現部署に異動して2
年になりますが、「やりきった！」と思える仕
事をすることが当面の目標です。　
　学生時代の後悔は、いろいろと言いわけを
つけて海外留学をしなかったこと。理系で留
学する人は周りにほとんどいなかったのです
が、いま考えれば、きっとなにかしらの方法
があっただろうと思うのです。京大をめざす

みなさんは、私に言われなくても勉強はしっ
かり進めているはず。私から伝えたいのは、
勉強はさておき、「学生のあいだにしかできな
いことに力を注いでほしい」ということ。あ
のときにこれ以上ないほど、熱中した学生時
代の経験やともに過ごした友人が、いまも
ずっと私を支えてくれています。

休日のすごし方

2023年のチェコ
旅行（写真上）。年
に1回はヨーロッ
パに行きたくて、
コロナ禍以外は毎
年旅行に行ってい
ます。ことしはド
イツに行く予定で
す。最近は推し活も楽しみながら、休日に
英気を養っています！（写真下）

カメラは必需品（いまはもっと大きなカメラを使っ
ています）

食品生物科学科の人数は35名程度。みんなで旅行
したさいの一枚



留学体験
記

留学は、学生時代における大きな挑戦の一つ。京都大学から世界へと
飛び出した先輩たちに、留学生活ならではのエピソードや身につけた
自信、留学のススメをうかがいました

難しくても留学を諦めたくない！
絶対に行くと決めていた留学。でも、私の専攻は
授業が忙しくて、留年せずに留学するのはほぼ
不可能。だけど諦めきれず、授業を4コマみっち
りと週5で受けて必要単位を取りました。相談し
た教職員の方も協力的で、心置きなく留学に臨
めました。

スイス独自の環境にびっくり
スイスはとにかく風光明媚で、キャンパス内には
羊が悠々と歩いていました。住まいは、約900も
の部屋がある学生寮。寮内には、パン屋、カフェ
などがあり、充実した環境。なんと屋上にはバー
までありました（笑）。一方で、スイスには「夜10
時以降は騒音を立てない」というルールがあり
ます。いちど10時を過ぎて寮で話をしていると、
警備員に注意されたことがありました。

創立573年、ゴシック様式の校舎で学ぶ
宗教学を学べる英語圏の大学という条件で留学
先を探しました。日本の大学と違ったのは授業
形態。一つの科目につき、1時間の座学形式が週
3〜4日、ディスカッション形式が1日と、毎日科
目にふれることが重視されています。1451年創
立の歴史ある空間で学ぶ時間は格別でした。

芯の強いフラットメイトとの寮生活
学生寮は寝室こそ個室ですが、キッチンや浴室
は4人のフラットメイトと共有です。彼らはみん
な「パーティ・ピープル」で、毎日、音楽をかけて
騒ぐんです（笑）。一人の時間がほしい私は自室
で休むことも多かったのですが、他者の決定を
尊重するのが当たり前の空気で居心地はよかっ
たです。でも、悩みを相談しても「あなたの好き
にすればいいよ」と言われる（笑）。「私はあなた

滞在中に旅行し
たのは10か国。気
軽に電車で入出
国できるので、週
末のたびに出かけ
ていました

スイスで解放できた「自分らしさ」
スイスでは、自分らしくいられる感覚がありまし
た。慣れない土地ではトラブルがつきものです
が、周囲の助けも借りて対処し、「強くなったな」
と自信がつきました。現地の友人にも、「自立し
ているね！」と褒められ、嬉しかったです。スイ
スでは社会全体がゆったりしていたせいか、日本
帰国後は、満員電車や物の多さに逆カルチャー
ショックを受けたほどです。

ならどうするかが聞きたいのに！」と思うこと
もしばしばでした。

もっと日本のことを説明できれば……
留学先の友人たちは、私を通して日本のことを
知ろうとしてくれます。日本の政治や法律、文化
など、友人の疑問に答えられなかったのが心残
り。自国のことをもっと勉強しておくべきだっ
たというのが反省点です。

私がスイスでたくさ
んの人のお世話に
なったように京大
にくる留学生の手
助けをしたくて、帰
国後は国際交流の
イベント企画など
に積極的に携わっ
ています

左／羊の内臓を羊の胃袋に詰めたスコットランド料
理のハギス　中／寮のフラットメイトたちと
右／グラスゴー大学

近藤里咲さん
教育学部教育心理学系 3回生

ローザンヌ大学（交換留学）
2回生のころに6か月

（9月～3月）

スイス留学先

中岡 萌さん
総合人間学部 4 回生

グラスゴー大学（交換留学）
2〜3回生のころに1年

（9月～6月）

スコットランド留学先

井上桃子さん
法学部 4 回生

ウプサラ大学（交換留学）
3回生のころに10か月

（8月～6月）

スウェーデン留学先

山﨑友里加さん
薬学部薬学科 4 回生

シドニー大学（交換留学）
2回生のころに5か月

（8月3日〜1月5日）

オーストラリア留学先共同生活の楽しさととまどい
寮選択の軸は個室であることと、できるだけ家賃
が安いこと。パーティ好きの寮生が多く、夜に音
楽を流して踊りはじめるのは日常茶飯事。毎夜、
にぎやかなことに最初はとまどいました（笑）。
友人もできて楽しい寮生活でしたが、共同生活
ゆえのしんどさも。共用キッチンに食器が洗わ
ずに放置されていたり、冷凍庫が半開きだった
り……。見つけると口頭かチャットで、はっきり
注意するようにしていました。

現地ならではのボランティア活動
授業の空き時間を活用し、フードバンクのボラン
ティア活動に参加しました。飲食店などから余っ
た食品を回収し、市民に無償で配布します。国籍
も職業も多様なメンバーとの交流の輪が広がりま
した。利用者には路上生活者の方もいて、「福祉が
手厚い」というスウェーデンのイメージとは違う
現実を目の当たりにしたことも印象深いです。

寮のキッチンで世界の味めぐり！
住まいは大学寮。夕飯は自炊が中心でしたが、
オーストラリアの食品スーパーは一袋あたりの
量が多い！（笑） 最初は食材のやりくりに悩みま
したが、慣れてくると友人と集まってそれぞれの
出身国の料理をふるまう機会が増えました。私
の得意料理は唐揚げ。好評で嬉しかったです。

海外留学で育てた自信と将来のビジョン
将来は海外での進学や就職も視野に入れていま
した。留学のきっかけには、自分が海外の生活や
環境に適応できるのか試したい思いもありまし
た。約5か月のオーストラリア生活を経て、「海外
でもやっていける！」という自信がつきました。
オーストラリアを気に入って、オーストラリアで
の進学や就職も具体的に描き始めています。現
地の修士・博士課程の友人もできて、進学のアド
バイスを受けられる心強さも感じています。
留学経験で、将来のビジョンがより明確になり、

余暇はヨーロッパ旅行を満喫。安ければ片道3,000円ほどで
飛行機に乗れるので、10か国以上を巡りました。ヨーロッパ
には長期の留学生なら無料で入館できる施設も多く、ルー
ブル美術館などを楽しみました。写真はブダペストで撮影

月に一度は旅行に出かけました。印象深いのはウィーンとギ
リシア。世界史が大好きだったので、教科書に出てくる場所
を「聖地巡礼」するような気持ちでした。その地を実際に感
じると、知識がぐっと深まるんです。写真左はギリシア・クレ
タ島のクノッソス宮殿、右はウィーンのシュテファン大聖堂

高校時代にカナダで短期留学をしたので、「つぎは南半球
だ！」とオーストラリアを選びました。大学から20分バスに
乗れば海に着くので、時間があれば海にいました（笑）。地元
の人たちも海で読書したり、昼寝をしたり……。私たちが京
都の鴨川で過ごすように、海は身近な存在なんです

せっかくの機会。挑戦しなければ損
慣れるまでは会話のスピードに追いつけず、も
どかしい思いもしました。せっかくの機会、心掛
けたのは勇気を出して自分から話しかけること。
でも、もっともっとその機会をつくればよかっ
たとの後悔も……。

海外での生活やキャリアへの期待と自信が高ま
りました。

雪の降らない、夏のクリスマス
いちばんの思い出は、クリスマスのロード・トリッ
プ。友人たちと車のトランクに3日ぶんの食料を
詰め込んで走りました。オーストラリアのクリ
スマスは真夏。サンタクロース姿のサーファー
がいる光景は、不思議で忘れられません！

左／留学中に暮らした都市ウプサラで出
会ったオーロラ　中・右／10か月を過ご
した思い出深い寮のキッチンと自室

オーストラリアを満喫しつつ、勉強も懸命に取
り組みました。授業は日本とは違い、実践的な薬
学の授業が多かったです。いつもと違う環境だ
からこそ学べることがあると実感し、3回生では
アメリカに研究留学しました
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『グレイテスト・ショーマン』
マイケル・グレイシー 監督
19世紀に実在したショーマン、P・T・バーナムの成功を描い
た映画作品です。歌・ダンスのパフォーマンスに魅力がある
のはもちろんのこと、バーナムの発想力と行動力にとても感
銘を受けました。過酷な環境もポジティブに捉え、思いつい
たアイデアを主体的に進める姿勢、他人を巻き込み動かすカ
リスマ性……。なにかを成し遂げるためには自分の考えに自
信をもつこと・自分を信じることがいちばん大切だと感じさ
せられます。自分の挑戦に悩んだときや思いとどまったとき
にモチベーションを高めるのにおすすめの作品です。 小瀧真由さん

Recommend

わたしの味方、
わたしの見方

三宅香帆さん

大学受験国語の本……に一見思えるのですが、じつは石原先生が「読
むとはどういうことか」について、受験の枠を超えて伝えてくれる本
です。小説を読むって、簡単なようで、じつはすごく技術が必要な行
為。それを私は本書で知りました。大学受験に必要な国語の知識も
身につきますし、それだけでなく、小説を研究する楽しさを教えてく
れる本でもあります。受験勉強の合間にぜひ読んでみて、文学批評っ
ておもしろそうだなと感じた方は、ぜひこちらの世界へ！

『大学受験のための小説講義』
石原千秋 著

（筑摩書房）

『夜は短し歩けよ乙女』森見登美彦 著
『鴨川ホルモー』万城目 学 著
（ともに KADOKAWA）

京都大学出身の作家による小説です。どちらも京都
大学周辺を舞台に、主人公たちが青春や恋愛模様を
くりひろげます。京都での生活に憧れるきっかけに
なりました。とくに『夜は短し歩けよ乙女』の学園祭
のカオスなシーンには心惹かれました。1回生のとき
にNF（京都大学11月祭）で模擬店を出したのですが、
小説の世界を実感できたのがうれしかったです。

赤
尾
奏
音
さ
ん

『コーヒーの科学
  「おいしさ」はどこで生まれるのか』
旦部幸博 著

（講談社）

私たちの暮らしに欠かせないコーヒーについての科学的な考察
を、医学者であり、コーヒー好きの著者がまとめた書籍です。歴
史や植物学、経済学、抽出を科学的に解説するなど、本の中で文
理の枠を超えた科学が広がっています。一つのことをこれほど
多角的に分析できるのかと驚きました。一つの興味があれば、
あらゆる方向に可能性が広がることを教えてくれた本です。

豊
田
由
衣
さ
ん

『わたしの美しい庭』
凪良ゆう 著 

（ポプラ社）

マンションの屋上庭園にある「縁切り神社」にやってくる〈生
きづらさ〉を抱えた人たちを描いた短編集です。私がこの本
を手にしたのは香港に来てから。世間の思う幸せとは異なる

「幸せの姿」をもつ人たちの物語は、私の考え方とも共鳴する
部分が多く、心に沁みました。「誰かに証す必要なんてなく、
わたしはわたしを生きていけばいい」という一節は、私のお
守りです。 川上愛美さん

大塚国際美術館
（徳島県鳴門市）

古代壁画から現代絵画までたくさんの世界の名
画が、特殊技術でオリジナル作品と同じ大きさ
に複製されて展示されています。日本の中でも
とくに海外にいる気分になれる場所で、海外旅
行に行きたくても行けないときに訪れて癒され
ています。ぜひいちど訪ねてみてください。

澤田 華 さん
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